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再生紙を使用しています

紙上ギャラリー

「対 話」 稲盛　寿人　（赤江東中学校）

　今月の主な内容
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平成25年度　定時総会が開かれました
　６月27日（木）、KITENビル（宮崎市）で、法人移行後初となる現職の

代議員、退職互助部の代議員出席の、平成25年度定時総会が開催され、す

べての議案（互助会報 第393号）が承認されました。

理事長の飛田でございます。
皆さまにおかれましては、日頃から児童・生徒の教育のために、ご尽力、ご支援を
いただいておりますことに対しまして、厚くお礼を申しあげます。

ところで、私がときどき食事に行く居酒屋があるのですが、なぜその店に行くの
か？ 特別いいメニュー、店の雰囲気が格別にいい店だから行くというわけではあり
ません。実は妻が障がいのある息子のサポートのために東京暮らしであり、私は自炊

と外食の毎日なのですが、ある日行きつけの店を覘いたら、たまたま臨時休業でした。そこで、その店
の近くの店にどこか入ろうと物色していたら、私の懐具合からしても大丈夫そうな居酒屋が、たまたま
見つかって、その居酒屋に一見さんとして入りました。一杯やりたくて、メニューを見ると、キープが
安かったので、好きな焼酎をキープしました。一月ぐらいして、またその居酒屋に入りました。そうし
たら、私が何も言わなくても、一回来ただけの客である私のキープが、テーブルに出てきました。そし
て、「先日はありがとうございました。」とご挨拶されたのです。さらに次に行ったときに、キープが無
くなっていましたので、焼酎をキープしたいと言いましたら、「お客さんはこの銘柄でしたよね。」と私
のお気に入りの銘柄の焼酎を持っておいでになりました。居酒屋の方の気配りに大変温かな気持ちにな
り、メモ用紙に「店長、あなたの店の料理もいいが、店員のホスピタリティ最高です。何よりの隠れた
最高のメニュー、それは店員さんのおもてなしです。」と書いて、そっとお皿の下にはさんできました。
それ以来良く行くようになりました。
教職員互助会もきっと、これまで、この居酒屋の店員さんのような温かさを持った組織であった。そ
してこれからも、そんな組織でありたい。「互助の精神」を基に現職中から退職後まで、心の通い合う
温かき福利厚生事業の充実を目指す組織でありたいと思います。

さて、本会は、４月１日に現職会員と退職互助部会員を合わせ、総勢16,000名を超える組織として、
一般社団法人へ移行いたしました。移行にあたりましては、会員の皆さまにご協力をいただき、感謝申
しあげます。今後は、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」に基づく自主的な運営が、強く
求められているところで、その一つが、総会は選挙で選出された代議員で運営しなければならないこと
です。このため、総会代議員選挙を実施し、本日の総会は、その選挙で選出された代議員による一般社
団法人として初の記念すべき総会となります。
また、本日の議案につきましても、法律に基づき提案いたしております。
さらに、本会のような理事会を設置している一般社団法人におきましては、法律により業務執行の決
定は理事会の権限となっておりますので、２月の理事会で承認いただいた平成25年度事業計画に沿って、
４月１日から着実に事業を実施しているところでございます。
本会を取り巻く状況としましては、少子化による現職会員数の減に伴う掛金収入の減少や運用収益に
課税されることなど、厳しいものがありますが、資産運用を適正かつ確実に行い財政基盤を確立し、一
般社団法人へ移行いたしましても、本会がこれまで「互助の精神」を基に取り組んできた現職中から退
職後をとおした生涯の福利厚生事業の充実に、一層努めてまいりたいと考えております。

会員の皆さまのご理解とご協力をいただきながら、よりよい互助会づくりに取り組んでまいりたいと
考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理事長あいさつ
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◦成人の方であれば、どなたでも署名できます。
◦１枚の署名用紙に 10 名まで署名できます。ご家族・友人などできるだけ多くの署名をお願い
します。
◦署名用紙は空欄があっても結構です。取りまとめを互助会担当の方にお願いしていますので、
できるだけ早めにお渡しください。

　国民一人ひとりが安心して生活できるような社会保障制度の維持・充実を求め、全国の教職員並
びに教職員退職者とともに陳情署名に取り組んでいきましょう。

平成25年度　陳情署名のお願い
とりまとめ　９月30日（月）

署名用紙の記入について

給料減額による掛金の算定について
　給与の特例に関する条例の一部が改正されたことにより、平成25年７月１日から平成26年３月31

日までの間、給料が減額されることになりました。

　これに伴い、互助会の掛金につきましては、減額後の給料月額（教職調整額があるものは、その

額を加算した額）により算定します。

平成25年度　役員紹介
　平成25年度定時総会で新役員が選任されました。また総会後に開催された第２回定例理事会にお
いて、理事長、副理事長、専務理事、常務理事が決まりました。

役　職 氏　名 公職名等

理 事 長 飛田　　洋 宮崎県教育長

副理事長 谷口　保徳 宮崎県高等学校教職員組合執行委員長

副理事長 下原　政広 宮崎県教職員組合執行委員長

副理事長 福里　裕典 宮崎県立明星視覚支援学校校長

専務理事 靍田　歳明 専任

常務理事 水間　和彦 専任

理 事 入倉　俊一 宮崎県教育庁財務福利課長

理 事 中野ちはる 宮崎市立西池小学校教諭

理 事 山下　敏仁 三股町立三股中学校事務主幹

役　職 氏　名 公職名等

理 事 石山　重廣 退職互助部

理 事 金丸　光臣 退職互助部

理 事 西森　敏弘 宮崎市立生目小学校校長

理 事 永迫　直弘 宮崎県高等学校教職員組合書記長

理 事 永野　雅康 綾町立綾中学校校長

監 事 梅原　裕二 宮崎県教育庁総務課長

監 事 串間　弘康 退職互助部

監 事 谷口　博次 宮崎県教職員組合書記長

特別弔慰金の受取人を変更するときは届出が必要です
　特別弔慰金制度に加入している方が特別弔慰金の受取人を変更するときは、「改姓及び特別弔
慰金受取人変更届」を提出してください。
　ただし、結婚による変更は「結婚祝金請求書」で変更届を兼ねます。
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“古典芸能”を楽しみましょう
～「松竹大歌舞伎」「人形浄瑠璃 文楽」～

　本県ではなかなか触れる機会の少ない、古典の世界。教職員互助会では、公益文化事業
として宮崎県立芸術劇場等と共催で２つの公演を実施します。
　今回は、11月に実施される「松竹大歌舞伎」のご案内です。（「人形浄瑠璃 文楽」の詳
細については、９月号の会報で案内します。）
　普段なかなか触れる機会のない、「古典芸能」の世界を堪能してみませんか？

「人形浄瑠璃 文楽」
【公演日】平成26年３月12日（水）昼夜２回公演
【会　場】宮崎県立芸術劇場　演劇ホール
【時　間】昼の部　開場：午後１時　　夜の部　開場：午後５時30分

二
世 

藤
間
勘
祖 

振
付

※（　）内は会員券料金です。会員券は一般券より低料金
となっています。
※教職員互助会ではＢ席の取扱いはありません。
※公益財団法人宮崎県立芸術劇場 友の会「くれっしぇん
ど倶楽部」に入会している方は、料金及び発売日を確認
のうえ申し込みください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

◆会員券料金および座席数

◆座席図

「人形浄瑠璃 文楽」 
【公演日】平成２６年 ３月１２日（水）昼夜２回公演 
【会 場】宮崎県立芸術劇場 演劇ホール 
【時 間】昼の部 開場：午後１時  夜の部 開場：午後５時３０分 
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◆会員券料金および座席数 

 昼の部 夜の部 
S 席（４，０００円） ２００席 １００席 
A 席（２，０００円） １００席 １００席 
※（ ）内は会員券料金です。会員券は一般券より低料

金となっています。 
※公益財団法人宮崎県立芸術劇場 友の会「くれっしぇん

ど倶楽部」に入会している方は、料金及び発売日を確

認のうえ申し込みください。 
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【公演日】平成25年11月20日（水）

【会　場】メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場） 演劇ホール

【時　間】昼の部　開場　13：00　開演　13：30
　　　　　夜の部　開場　17：30　開演　18：00

【申込締切】平成25年８月30日（金）※当日消印有効

　 昼の部 夜の部
S席（5,000円） 300席 250席
A席（3,000円） 100席 100席
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宝塚歌劇月組全国ツアー　宮崎公演
公益文化事業

　申し込み締切　平成25年８月30日（金）※当日消印有効

演　目：「JIN －仁―」「Fantastic Energy!」

出演者：龍 真咲、愛希 れいか　　他

　 昼の部 夜の部

S席（7,000円） 150席 150席

A席（6,000円） 100席 100席

※３歳以上から有料（おとなと同額）となります。

【公演日】平成25年12月３日（火）
【会　場】宮崎市民文化ホール　大ホール
【時　間】昼の部

　　　　　　開場：午後１時　開演：午後１時30分
　　　　　夜の部　
　　　　　　開場：午後５時30分　開演：午後６時

◆料金及び座席数

◆申し込みについて
◦申し込み枚数は、松竹大歌舞伎、宝塚歌
劇公演とも会員一人につき昼夜公演合わ
せて２枚以内です。
◦座席のランク（Ｓ席、Ａ席）の希望はで
きますが、座席番号の希望（指定）はで
きません。
◦申し込みが定員を超えた場合は、申し込
まれた方ごとに抽選します。

◆申し込み方法
◦互助会担当の方に取りまとめをお願いし
ています。必ず申込要項をご覧になり、

　「松竹大歌舞伎 会員券申込書」もしくは、
　「宝塚歌劇月組全国ツアー 宮崎公演 
　チケット申込書」
　で申し込んでください。

◆チケットのお届けと料金の支払い方法
◦松竹大歌舞伎については９月下旬に会員
券をお届けし、10月分の給料から差し引
かせていただきます。
◦宝塚歌劇公演については10月上旬にチ
ケットをお届けし、11月分の給料から差
し引かせていただきます。

◆その他
◦チケットをお届けした後、紛失等での再
発行はいたしません。大切に保管してく
ださい。
◦「松竹大歌舞伎」については、会員券、一
般券ともに「鑑賞補助」の対象にはなりま
せん。

◦「宝塚歌劇月組 宮崎公演」については、
「鑑賞補助」の対象となります。

松竹大歌舞伎、宝塚歌劇公演申し込み方法

S

A

◆座席図
龍 真咲 愛希 れいか

（１·２階席）

（４·５階席）
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教職員積立年金

　退職後、より豊かな生活をおくるためには、共済年金の補完が必要です。教職員積立年金は、福利厚
生事業の一環として、自助努力を支援するために行っています。
　互助会担当の方を通してお届けしておりますパンフレット及び加入申込書をご覧いただき、新規加
入、口数変更についてご検討ください。

　　　　　　60歳までの積立期間が２年以上ある会員（平成26年１月１日現在、58歳未満）

　　　　　　一月最低3,000円（３口）以上の積み立てが必要です。
　　　　　　　月　  払  　い（１口  1,000円単位）　　３口～50口
　　　　　　　ボーナス払い（１口10,000円単位）　　１口～50口

　　　　　　年1.25％（変更する場合があります）

◦退職後に年金として受け取れるので、共済年金の補完に最適です。また、共済年金が支給されるまで
の「つなぎ年金」としても利用できます。

◦給与、ボーナスからの差し引きですので、知らず知らずのうちに積み立てられます。若年である（積
立期間が長い）ほど、無理なく積み立てができます。中期、長期の貯蓄としても有利です。

◦税控除の対象となります。税控除は、年末調整でできます。
　　　50歳未満での加入は、個人年金保険料控除が適用されます。
　　　50歳以上での加入は、一般の生命保険料控除が適用されます。

◦将来の生活設計に合わせて、毎年１回自由に月払いやボーナス払いの積立額を変えることができます。

申込締切　９月６日（金）必着

加入資格

予定利率

積  立  額

 より豊かな退職後の生活のための

年１回、新規加入・口数変更ができます

　部門・規格等は、下記のとおりです。
　投稿希望の方には、募集要項・応募用紙をお送りしますので、教職員互助会
（0985-29-1242）までご連絡ください。

１　応募資格　教職員互助会の会員

２　応募点数　一人１作品とします。

３　部門・規格

　　文芸誌　　　　　　 　 第36号　原稿募集

応募締切
　平成25年８月31日（土）
　　厳守のこと　ただし、消印有効

「

」

小　説 10枚以上50枚以内 詩 本文80行以内

エッセー
（紀行・書評を含む） ３枚以上10枚以内 童　話 ５枚以上30枚以内

短　歌 10首 文芸評論 10枚以上50枚以内

俳　句 10句 戯　曲
（演劇の台本も可） 20枚以上50枚以内

「しゃりんばい」
第35号

４　応募原稿等
　１）自作の未発表作品に限ります。
　２）Ａ４判400字詰め原稿用紙使用のこと
　　　　◦ワープロ又はパソコンを使用の場合も20字×20行の400字詰めとします。
　　　　◦原稿には、必ずページをうってください。



7（　）

「スクールコンサート」を実施しています

スクールコンサート日程表（８月～９月）

公益文化事業

　今年度は県南地区、中央地区でスクールコンサートを実施しています。今年度はすでに
４所属でのスクールコンサートが終了しました。
　この事業は、文化公演にふれる機会の少ない児童・生徒などに生の音楽や演劇などを提
供することと、公演を児童・生徒や教職員だけでなく、地域住民など多くの方に鑑賞いた
だくことを目的としています。
　また、今年度より特別公演として創立記念式典などへのアーティストの派遣も行ってい
ます。

　太鼓を打ち鳴らしながらの入退場、選曲、座

長の講演、和太鼓体験等、構成が工夫され、力

強い太鼓と座長の軽妙な語りが融合して独特な

空間が作り出されて感動的な公演でした。

（橘太鼓「響座」公演　穆佐小学校　岡野和子）

所　属　名 公 演 日 曜日 アーティスト名

高千穂町立高千穂小学校（※特別公演） ８月３日 土 橘太鼓響座（和太鼓）

宮崎市立鏡洲小学校 ８月23日 金 外山友紀子（フルート）

宮崎県立赤江まつばら支援学校 ９月６日 金 ＩＮＴＩ（南米民族楽器）

日南市立吉野方小学校 ９月10日 火 Whoopin（ゴスペル）

宮崎県立みなみのかぜ支援学校 ９月10日 火 リラの会（ハープ）

宮崎市立国富小学校 ９月11日 水 大薗麻美子（声楽）

宮崎県立清武せいりゅう支援学校 ９月19日 木 リラの会（ハープ）

穆佐小学校での公演の様子

有明小学校での公演の様子

　JAZZにふれる機会はあまりないのでよかっ

たと思います。また、演奏のほかに即興で音

楽を作るコーナーもありよかったです。

　生徒たちも「かっこいい！」と口々に言っ

ていて、低学年から高学年まで楽しめました。

（宮里陽太グループ公演　有明小　水流霧子）
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　地区事業は、地区運営委員長や事務局長をはじめとした地区運営委員、実行委員の方を中心に、
多くの会員の協力をいただきながら行っています。今回は、年間の事業計画を掲載しました。事業
内容や申込方法などは、各地区の運営委員会から案内があります。また、日程や会場は変更になる
場合がありますので、地区事務局長や実行委員の方にご確認ください。

平成25年度地区事業一覧

西臼杵 日　向

県　北
児　湯

地区運営委員長　
　竹原　哲郎（田原小）
地区事務局長　　
　原田　義和（高千穂小）

地区運営委員長　
　郡　　政利（財光寺中）
地区事務局長　　
　寺町　裕史（財光寺中）

地区運営委員長　
　黒田　好晴（都農小）
地区事務局長　　
　前田　昌之（高鍋西中）

地区運営委員長　
　宮園　秀敏（恒富中）
地区事務局長　　
　田邊　譲治（恒富中）フラワーアレンジメント講習会

　７月20日（土）　フラワーショップファンファン
さをり教室
　７月20日（土）～21日（日）　樽見邸（川南町）
硬式テニス大会
　10月26日（土）　久峰公園テニスコート
和太鼓教室
　11月16日（土）　木城町トレーニングセンター
ビーズ教室
　11月16日（土）　高鍋町中央公民館
ゴルフ大会
　11月16日（土）　座論梅ゴルフクラブ
テーブルマナー講習会
　12月７日（土）　シーガイアサミットホール
フラワーアレンジメント講習会
　12月15日（日）　フラワーショップファンファン

サーフィン教室
　延期調整中　金ヶ浜海水浴場
トールペイント教室
　10月26日（土）　大王谷コミセン
そば打ち教室
　11月９日（土）　東郷町道の駅 味工房
釣り教室
　11月９日（土）・11月30日（土）　日向灘沖
紅葉狩りとヤマメ
　11月16日（土）　阿蘇・五ヶ瀬方面
ゴルフ大会
　11月23日（土）　北方ゴルフクラブ
テーブルマナー教室
　11月30日（土）・１月18日（土）　レストラン「神門」
ガーデニング教室
　12月７日（土）　財光寺中学校
ボウリング大会
　12月13日（金）　ビーグルボウル

）
テーブルマナー教室
　９月20日（金）
　10月25日（金）　　旬菜たけうち
　11月15日（金）
写真を楽しむ会
　10月26日（土）　大分・別府方面
ガーデニング教室
　10月26日（土）　恒富中学校
お菓子作り教室
　11月16日（土）　宮崎ガス サービスショップ
ボウリング大会
　12月７日（土）　延岡サンボウル
スキー・スノーボード教室
　１月18日（土）　五ヶ瀬ハイランドスキー場

カヌー教室
　８月31日（土）　延岡市（北川）
ヨガ教室
　10月17日（木）・11月14日（木）　高千穂町「中央公民館」
写真を楽しむ会
　10月26日（土）　大分・別府
テーブルマナー教室
　11月６日（水）　五ヶ瀬町「木地屋」
パン作り教室
　11月14日（木）　高千穂町「中央公民館」
ゴルフ大会
　11月16日（土）　延岡市　北方ゴルフクラブ
ブリザードフラワー教室
　12月18日（水）　高千穂町「中央公民館」
スキー・スノーボード教室
　１月18日（土）　五ヶ瀬スキー場



9（　）

シュノーケリング教室
　８月17日（土）　マリンビュワー南郷
囲碁大会
　８月24日（土）　まなびピア
魚料理教室
　10月19日（土）　まなびピア
グリーンツーリズム体験教室
　11月９日（土）　農園ピクニック
テーブルマナー教室
　11月22日（金）　南郷プリンスホテル
ガーデニング教室
　11月23日（土）　日南振徳高校
ソフトテニス初心者教室
　11月30日（土）　市多目的体育館
森林セラピーウォーキング
　12月７日（土）　北郷町猪八重渓谷
フラワーアレンジ教室
　12月14日（土）　まなびピア
そば道場
　12月21日（土）　まなびピア
和食テーブルマナー
　１月17日（金）　調整中

有機野菜やキノコたっぷりの秋の味覚パンづくり教室
　11月９日（土）　綾わくわくファーム
綾の藍染教室
　11月16日（土）　綾の手紬染織工房
親子で農業体験＆バーベキューパーティー
　11月23日（土）　綾わくわくファーム
ゴルフ大会
　11月23日（土）　ＵＭＫカントリークラブ
硬式テニス大会
　11月30日（土）　久峰総合公園
フローランテ園芸教室
　12月１日（日）　フローランテ宮崎
第１回テーブルマナー
　12月７日（土）　季節料理かわの
寒い日の中華 肉まん・小籠包教室
　12月14日（土）　綾わくわくファーム
手づくりソーセージ教室
　１月18日（土）　綾わくわくファーム
第２回テーブルマナー
　１月25日（土）　レミューズ（メディキット県民文化センター内）
ボウリング大会
　１月25日（土）　フェニックスボウル

地区運営委員長　
　永野　雅康（綾中）
地区事務局長　　
　緒方　邦俊（宮崎南小）

地区運営委員長　
　有田　勝典（真幸中）
地区事務局長　　
　宮里　陽一（加久藤中）

地区運営委員長　
　福島　啓介（大束小）
地区事務局長　　
　松木　寿一（日南振徳高）

地区運営委員長　
　柚木崎誠一朗（総務課）
地区事務局長　　
　本田　潤一（財務福利課）

地区運営委員長　
　二宮　昭一（山田小）
地区事務局長　　
　野村　幸浩（山之口中）

中　央

都　北

西　諸

県　南

教育庁

ゴルフ大会
　10月19日（土）　母智丘カントリークラブ
ボウリング大会
　10月26日（土）　ジョイプラザ都城店
陶芸教室
　11月９日（土）　生楽陶苑
ガーデニング教室
　12月７日（土）　ドリームガーデンひまわり
そば道場教室
　12月14日（土）　がまこう庵
テーブルマナー教室
　１月24日（金）　ホテル中山荘

平成25年度 第１回「あけぼの会」ゴルフコンペ
　７月27日（土）　ニュー愛和ゴルフ 宮崎コース

ゴルフコンペ
　10月12日（土）　宮崎小林ゴルフコース
ガーデニング教室
　10月26日（土）　小林渋田農園
ボウリング大会
　11月15日（金）　ジョイプラザ小林
テーブルマナー教室
　12月７日（土）　宮崎市内レストラン
バイキング温泉巡り
　12月14日（土）　小林市神の郷温泉
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の季節
　このクロスワード・パズルは、どこか三カ所だけ漢字が入ります。その場所は文字数やタテ・ヨコの関係
から推理して下さい。その他のマスはすべてカタカナです。最後にその漢字三文字を並べて、答えのことば
を作って下さい。ヒントは値上がりに泣かされます。

●タテのカギ
①　　　・良・可・不可。
②　仙台名物の食品は笹の葉のような形をし
ています。

③　飛んで火に入る　　の虫とは、自ら進ん
で危険にかかわること。

④　アフリカ発祥で、共鳴管をつけた大型の
木琴。

⑤　ビールの原料のモルトです。
⑦　　　を天に任せてみます。
⑨　うそ　　なく、正直にすべてを話します。
⑩　錠剤が苦手なので、　　をオブラートに
包んで飲みます。

⑪　壺井栄の「二十四の瞳」の舞台です。
⑫　恋愛関係に入ったきっかけ。
⑮　“ＬＤＫ”のＬです。
⑰　水戸、尾張と共に徳川氏の御三家です。

●ヨコのカギ
①　湯あがりに、また花火大会に着て行くのも
風流です。

③　早口ことばで三回どうぞ「　　生米生卵」。
⑥　暑さが過ぎると、天高く　　肥ゆる秋の到
来です。

⑦　他の物に移り残った香り。
⑧　子音に対して、現代日本語のアイウエオの
五つがそうです。

⑩　　　砕身とは、力の限り努力することです。
⑪　顔の一部で、うごめかすのは得意なとき、
ふくらますのは不満なときです。

⑬　従来よりも大型で横幅の広い　　スクリー
ンの映画館。

⑭　松本清張の「点と線」は日本を代表する
　　小説です。

⑯　物体に色を与える成分。
⑱　南米ペルーの首都。
⑲　今風に表現する“イケメン”ということです。

　ハガキに答え、 氏名、 所属名、 職場での楽しい話題や児童・生徒のこと、 今月号の感
想など何でも結構です。 必ず書いて、８月16日（金）までに教職員互助会にお送りく
ださい。 FAXでも受け付けます。
　正解者の中から抽選で図書カード （2,000円分） を５名の方に抽選で進呈します。
　当選者は、 氏名、 所属名を会報に掲載します。 また、お寄せいただいた感想等は、 
会報で紹介させていただく場合がありますので、 あらかじめご了承ください。

1 2 3 4 5

6 7 リ
8 9

10 コ 11 12

13 ド
14 15 リ 16 17

18 19 メ

６月号当選者

　◦大薗　士郎（八代小）
　◦押方　彰一（三ヶ所小）
　◦田中　　稔（吾田中）
　◦黒岩　文子（明星視覚支援）
　◦工藤　美鈴（高鍋高）

第393号（6月号）の答え
「サファイア」

「
中
央
構
造
線
」

　
や
っ
ぱ
り
面
白
か
っ
た
。

　
本
作
は
、
松
本
清
張
文
学
賞
の
最
終
選
考
ま
で
残
っ
た
作
品
で
あ
る
。

面
白
く
な
い
は
ず
は
な
い
。「
最
終
選
考
に
残
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
賞

を
と
れ
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
」
と
作
者
は
自
嘲
す
る
が
、
そ
う

捨
て
た
も
の
で
も
な
い
。
最
終
選
考
に
残
る
た
め
に
は
、
や
は
り
作
品

に
力
が
な
け
れ
ば
だ
め
な
の
で
あ
る
。

　「
中
央
構
造
線
」
は
長
編
推
理
小
説
で
あ
る
。
中
央
構
造
線
は
九
州

と
長
野
県
を
結
ぶ
巨
大
な
地
割
れ
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
線
に

沿
っ
て
、
終
戦
直
後
の
九
州
山
地
か
ら
和
歌
山
、
高
知
、
博
多
、
長
野

と
舞
台
は
展
開
し
て
い
く
。

　
元
特
攻
隊
員
の
父
が
、
謎
の
言
葉
と
日
記
を
遺
し
て
死
ん
だ
。
娘
で

あ
る
恭
子
は
、
婚
約
者
の
麻
生
と
と
も
に
父
の
遺
し
た
謎
を
追
う
。
終

戦
直
後
、
霧
島
火
山
帯
に
属
す
る
矢
岳
峠
で
起
き
た
殺
人
事
件
に
端
を

発
し
て
、
次
々
に
事
件
が
起
こ
る
。
恭
子
と
麻
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
揺
れ

動
く
心
情
を
扱
い
か
ね
な
が
ら
も
、
謎
を
追
っ
て
い
く
。

　
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
謎
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
読
者
は
読
み
進

め
て
い
く
の
だ
。

　
矢
岳
高
原
の
列
車
事
故
や
南
九
州
の
自
然
描
写
は
さ
す
が
で
あ
る
。

ま
た
、
大
和
朝
廷
に
抵
抗
し
た
ク
マ
ソ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
話
の
展
開

に
深
み
を
増
す
。
歴
史
は
強
者
の
も
の
で
あ
る
。
大
和
朝
廷
に
何
度
も

抵
抗
し
て
敗
れ
た
ク
マ
ソ
は
、
歴
史
の
中
で
は
認
め
ら
れ
な
い
存
在
で

あ
る
が
、
本
作
の
中
で
は
生
き
生
き
と
そ
の
魂
を
感
じ
さ
せ
る
。
鹿
児

島
県
出
身
の
作
者
な
ら
で
は
の
ク
マ
ソ
族
へ
の
思
い
入
れ
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
作
の
特
徴
は
、
巧
み
に
方
言
が
遣
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
ク
マ
ソ
は
Ｒ
の
音
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
外
部
か

ら
Ｒ
の
音
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
ダ
行
タ
行
を
遣
っ
て
対
応
し
た
と

説
明
す
る
く
だ
り
は
興
味
深
い
。

　
純
文
学
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
分
野
で
力
を
も
つ
作
者
で
あ
る

が
、
ま
た
、
別
の
推
理
小
説
も
読
ん
で
み
た
い
。
今
度
は
作
者
の
話
の

展
開
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
謎
を
解
い
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

�

紹
介
　
曽
原
　
紀
子
（
本
郷
小
学
校
）

「中央構造線」

鶴ヶ野　勉 著
（退職互助部）

定価 2,100円（税込）

購入希望の方は、書
店・鉱脈社・著者に
お問い合わせくださ
い。
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◦１年生を受け持っています。初めてのプー
ルは、広いプールやシャワーがこわくて泣
きじゃくる子が続出。でも１ヶ月もすると
「目があけられた」「顔がつけられた」「クラ
ゲになれた」…と笑顔がいっぱいのプール
になってきました。できなかったことがで
きる様になるってすごい事ですよね。毎日
の感動に元気を貰ってます。
　� 河野　京子　（宮崎港小学校）

◦綾中学校は、今、急ピッチで校舎改築が行
われています。生徒たちは、工事の音にも
めげず、勉強にスポーツに励んでいます。
　� 永野　雅康　（綾中学校）

会員からの便り

		  「対 話」　

　　　　　� 稲盛　寿人
� 　　　　　　（赤江東中学校）

　10年ほど前の作品です。
　モチーフは無く、下がきもせず、具象に託
さず抽象にも走らず、ただキャンバスと絵の
具が出会う際の色やかたち、マチエールを楽
しみながら進めました。いわば画面と対話、
その痕跡かなと思っています。自分の好きな
ように気楽に描きました。
　で、あれからずいぶん経ちましたが、最近
はというと、明らかに対話不足です。

　インターネット等で予約をした上で、補
助券を利用する場合は、補助券を使ってそ
の料金で宿泊できるかどうか事前に宿泊施
設に確認をしてください。

平成25年７月16日より名称が変更になります。
（旧名称）宮崎・青島パームビーチホテル

➡
（新名称）ANAホリデイ・イン リゾート宮崎
料金等に変更はありません。

　（３施設）
　①岩永鍼療院
　　　宮崎市城ヶ崎３–22–10
　　　　０９８５－５０－１７１１
　②蔵屋治療院
　　　都城市天神町 17–32
　　　　０９８６－２３－６２９０
　③福永鍼灸治療院
　　　北諸県郡三股町大字蓼池 3715–１
　　　　０９８６－５２－２８０９

針・灸・マッサージ等施術料補助
対象施術所の取り消しについて

宿泊補助券ご利用の際のお願い

指定宿泊施設の名称変更

入会の手続き
　　「宮崎県教職員互助会入会申込書」に必要事項を記入して、職場の互助会担当者にお渡し
　ください。

掛金について
　毎月、給料月額（教職調整額を含む）の1,000分の10と退職互助部加入掛金積立1,000分
の５及び特別弔慰金掛金800円の合計額です。

※1,000分の10のうちの1,000分の５、退職互助部加入掛金積立1,000分の５の全額、特別弔慰金掛金
800円のうちの500円は、退職時、セカンドライフ助成金等として給付します。

未加入者の方へ
宮崎県教職員互助会に加入しませんか

～ 将来にわたり心豊かに職務に専念いただけるよう、支援いたします ～


